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「共創する学校Jをつくる校内研修の在り方
プ口ジェクトアドベンチャーの理論と手法を中心にー
学校力開発コース (11220917) 菅原智法
In order to create a “co-creative school，" in which people understand each other's diverse values and 
collaborate to perform activities， itis essential to first consider how the relationships between teachers 
are. Among experiential programming to create interpersonal relationships is Project Adventure.官11S
study discusses the changes observed in teachers through training and practice and the results of an 
attitude survey conducted of elementary school teachers in the prefecture regarding cooperativeness， and 
suggests how in-school training should be utilizing ProjectAdventure. 
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
学習指導要領解説総則編(2008)には，改訂の経
緯の中に「知識基盤社会化やグローノ〈ノレ化は，ア
イディアなど知識そのものや人材をめぐる国際競
争を加速させる一方で，異なる文化や文明との共
存や国際協力の必要性を増大させているJとある。
多様な価値観と共に社会を形成することの必要性
が増している。異なる背景や立場をもった者が一
体となって場を形成し，新たな価値を創造してい
くことを意味する言葉に， I共創」がある(共創型
組織研究会， 2008)。例えば，官と民，企業と顧客，
異業種連携や地域づくりなど，これまで異なる背
景や立場にあったものが，相互協力によって新た
なものを「共創」する取り組みが行われている。
本研究では， I学校にかかわる子ども，教職員，保
護者，地域住民など全ての人が，互いに価値観を
認め合い，尊重し合う人間関係をもとに，協力し
て教育活動を推進している状態」を「共創する学
校」とする。
「共創する学校」をつくるには，まず教員が互
いを尊重し，協力できる人間「鼎耳、を築き，それを
もとに教育活動を行うことが求められる。しかし，
文部科学省 (2012)は，精神疾患による教職員の
休職者数の増加，高水準の維持を報告している。
その背景として「人間関係」を指摘し， I職場での
人間関係が十分に形成されず，メンタルヘルスが
不調になる場合がある」としている。山形県にお
いても教員の人間関係については， Iやまがた教育
コミュニケーション改革行動指量打 (2009)の中で，
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学校経営の強化の一つに「教職員聞のコミュニケ
ーション強化による連携の強化と同僚性の構築J
を挙げている。教員の人間関系をつくる具体的方
策が求められている。
(2)研究の目的
本研究では， I共創する学校」をつくるために，
教員の人間関係を構築する校内研修の在り方を考
える。教員が互いを尊重する中で， 目的を共有化
したり，活動の協働性を高めたりすることができ
る人間関係を目指し，その構築に有効な校内研修
の在り方を明らかにしたい。
(3)研究の方法
グループoでの活動を通して，人聞が成長するた
めの「気づき」を効果的に生みだす体験プログラ
ムに，プロジェクトアドベンチャー(以下PA)
がある(プロジェクトアドベンチャージャパン，
2005)0 P Aとは，プログラムを通して安心して心
を開くことができる環境をっくりだしそこでお
互いが感じたことを率直に表現し合う。それによ
り知らなかった自分自身を見つけ，参加したメン
ノ《ー相互の人間的成長を図るものである。
これまで学校現場に導入されたPAの多くは，
後述のとおり，子どもを対象としていた。本研究
では，教員の人間関係の構築を理論的，系統的に
考え，組織的に取り組むために，校内研修でのP
Aの活用を，以下の方法で研究する。
. PA実践例の検討。
-教職専門実習でのPA活用。
・県内小学校における教員のかかわりに関する意
識調査。
. PAを活用した校内研修の実践。
-教員の協働的効力感についての調査。
2 先行研究の検討
PAを学校教育に取り入れている実践例から，
教員の変容効果を検討する。
(1) Iみやぎアドベンチャープログラム」
PAは，秋田， 滋賀，高知， 山口，埼玉の県教
育委員会で取り入れられている。その先駆けとし
て，宮城県で2000年度から県教育委員会主体で本
格的に実施されている「みやぎアド、ベンチャーフ。
ログラム (MAP)Jがある。 MAPは授業，学級
活動， 学校行事などにPAの考え方や手法を取り
入れた宮城県独自の教育活動である。
小林・丸山 (202)はMAPの全県実施に向け，
実施状況調査を行った。その中で， IMAPの活動
で何が一番変わりましたか」としヴ問いに対する
回答から， I生徒の変容よりも指導者自身の変容に
目を向けていることが明らかとなった」と，指導
する教員の変容効果を挙げている。しかし， MA 
P推進の展望の中で， I精神的な心の環境(同僚や
管理職の支援)が必要であることがわかる」とし，
研修を受けていない，実践していない同僚からは
理解や支援を得られていない状況があるとしてい
る。
岩永ほか(207)もMAP実施の効果として「子
どもの自己肯定意識の向上をねらいとしたもので
あるが，実際に事業に取り組む中で関係者が感じ
ることは『教員自身の変容』であるjとしている。
課題として「教員の間でMAPに対する評価ない
し姿勢が2分しているJとし， I教員の『食わず嫌
い』の側面があることは事実であろうJI確信のも
てない方法論の学習に教員が貴重な時間を割くこ
とに対して消極的になっているものと思われるJ
と指摘している。プログラムの研修や実践を通し
て教員自身に変容効果があるため，研修や実践を
していない教員との聞に，認識のずれが生じるの
は当然である。
宮城県教育委員会 (2010)は「平成2年度 M
AP研修体系図」の中で，研修の目的の一つに 1M
APとは，児童生徒を変える前に，教員自らが変
容するプログラムJとしている。指導者研修は県
内各施設で行われ，体系的に研修プログラムが整
備されている。今後， MAPの定着と有効活用の
ため，情報交換の場と校内研修の支援体制の充実
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が検討されている。
(2)学校研究でのPA実践
①滋賀県彦根市立城陽小学校(同左， 204) 
同校は， 2003・2004年度滋賀県教育委員会・彦
根市教育委員会から「心の冒険j推進事業の開発
研究校に指定され，プロジェクトアドベンチャー
ジャパン(以下PAJ)の協力を得て，校内外の
研修，年間カリキュラム「城陽ABCプランj の
作成，実施を行った。その結果，全校児童を対象
にした「自分を見つめるアンケートJでは，実施
前に比べて10項目中8項目で伸びが見られた。
研究の成果の中に「教師の意識改革が図れてき
た。子どもや授業の見方が肯定的で，子どもの意
欲を喚起する働きかけが多くなり，全校の子ども
をみんなで見ていこうとする姿勢が強くなってき
たJと教師の変容がある。定期的なPA研修会の
他にも，職員会議の前に簡単なPA活動を行った
り， PTA活動の中で取り入れたりしていた。外
部での研修に個人が参加するだけでなく，校内で
の研修が充実していた。
②大分県日出町立大神小学校(同左， 208) 
同校では， 2007年度・2008年度県教委指定「問
題を抱える子ども等の自立支援事業jの協力校と
して指定を受け実施した。 PAJの協力を得て，
校内研修を実施し， PAの手法を取り入れた教科
学習の研究を行った。実践後のQ-Uアンケートの
結果では， 4・5・6年生全体で学級生活満足群が
42%から61%への増加が報告されている。
PAプログラムの体験的な校内研修が 1学期に
2回，夏期休業中に 2回実施されている。後者は
PAJから講師を招いた， 2日関連続の研修であ
る。 研修， 実践を通して 「教師の意識向上，技量
向上につながる」とし，その効果を指摘している。
3 実践と結果
(1)実習チームでのPA活用
教職専門実習 Iにおいて， 筆者は学部卒院生 2
名とチー ムになり， 実習を行ったo 筆者はチーム
リーダーとして，メンバーが安心して実習に取り
組める関係をつくるため， PA活動「みんなの旗
(ピー イング)Jを実践した。
実習初日に，紙にメンバーの 1人の手形をチー
ムのシンボルとして写し取り，その中に各自が実
習に臨む自分の姿勢を書き出した。各自の思いを
可視化することで，意識の共有を図る手法である。
記入した紙は実習生控え室の机の上に貼り，いつ
でも見ることができるようにした。記入する言葉
は，メンバーの問意を得て，いつで、も書き足すこ
とができる。初日には各自が一言ずつ記入しただ
けで、あったが，最終的には図 1のようになったO
図1.作成した実習チームの旗
このPA活動の効果について，実習後にメンバ
ーの2人から聞き取り調査を行ったo1相手が書い
ていることを見て，自分自身を振り返ることにも
なった。J1迷ったり，悩んだりしたときに見直す
と，自分がすでに書いている言葉に答えが見つか
ることがあった。jと，自分自身へのフィー ド、パッ
ク効果が語られた。また， 1悩んだことを共有して
もらえる雰囲気があった。J1書いてある言葉をき
っかけにして，話したり振り返ったりすることが
できた。jと，チームメンバーの関係性構築の効果
も挙げられた。実習が始まる前のチームの関係、に
ついては，「3人がどうかかわるのか，不安だ、っ
た。Jと述べている。このことからも，各自の気づ
きを深め，チームの意識の共有やかかわりを促す
上で，このPA活動は効果的で、あった。
(2)教員のかかわりに関する意識調査
2011年 12月，山形県内の小学校において，教
員のかかわりに関する意識調査を行った。 12校，
231名の教員から回答を得た。調査から以下のこ
とが明らかとなった。
①かかわりに関する意識の高さ
教員の99.5%は，同僚聞のかかわりを促進する
ことは，教育活動を推進する上でなんらかの効果
があると考えている。同僚とのかかわり方に関し
ても，多くの同僚と仕事について進んで話し合う
ことができるかという間いに90%以上，仕事以外
のことでも約 80%の教員は進んで話し合うこと
ができていると，肯定的に答えている。
②受け身的なかかわりの姿勢
困った時に同僚から援助や助言を受けることが
できるか，意欲や成長につながる刺激や影響を受
けているかという間いには， 95%以上の教員が肯
定的に答えている。しかし，自ら同僚間の交流を
促す話題やプランを考えて提供しているかという
問いでは，肯定的な答え11約50%にとど、まった。
倒交内体制での取り組みの少なさ
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勤務校に同僚聞のかかわりを促進する取り組み
があるという回答は全体の 15%で、あったO 同じ学
校でも，取り組みの有無が分かれたり，取り組み
例の内容が異なったりするものがあった。教員に
よって，認識が異なることを表している。取り組
み例としては職員クラブや親しい同僚と飲食を介
して親睦を深めるというものが多かったO
(3)校内研修の実施
2012年度，山形県内A小学校において， PA活
動を取り入れた校内研修を実施した。実施する上
で留意したのは，次の5点である。
O既存の研修や会議の活用
明交現場において，新たな校内研修を取り入れ
ることは，教員にとって負担を増すことになりか
ねない。そこで，新たに研修を増やすのではなく，
教育相談研修会や特別支援研修会，職員会議，学
校研究会など，既存の研修や会議の中にPA活動
を取り入れることができないか検討した。実施に
あたっては，管理職や教務主任，各会の担当者と
内容，時間配分を相談し，可能な範囲でPA活動
を取り入れた。
0ねらいをPA活動指導者研修としての実施
研修の主たるねらいを 「教員の人間関係構築J
とした場合，参加に抵抗を感じる教員がいること
も予想される。そこで研修のねらいを， 1学級経営
や特別活動で活用できる仲間づくり活動」とした。
仲間づくりを促進するための手法としてPA活動
を紹介し，指導するための体験研修として実施し
た。
0情報開共・情報交換の覇見
多忙な教育現場において，研修を頻繁に行うこ
とは難しい。そこで，紙面で情報を提供したり，
週に1回行っている職員打ち合わせの中で、PA活
動を紹介したりすることで， 日常の教育活動の中
で、の意識づけを図った。また，学級でのPA活動
実践例を紹介したり，活動で使える道具を整備，
紹介したりすることで，教員同士の情報交換を促
すことができるようにした。
O専門的用語の使用回避
PAはアメリカ発祥の体験プログラムである
ため，カタカナ表記の専門的な用語も多い。取り
組むための心理的な抵抗を減らすために， rフ。ロジ
ェクトアド、ベンチャー」としづ名称そのものや，
fアイスブレイクJrフノレバリュー Jrイニシアテ
ィブJといったPAで、用いられる専門的な用語の
使用は最小限にするよう心がけた。説明するとき
には， r仲間づくりJr緊張ほぐしj といった日本
語に置き換えて行った。
0ファシリテーションの手j去との組み合わせ
PAとファシリテーションの関連性は高い。P
Aにおける指導者は 「ファシリテーター」と呼ば
れ，グループの活動や気づきを促進する役割を担
う。ファシリテーションにおいても「対人関係の
スキル」のーっとして， PAが用いられる。そこ
でPAを中心に，ファシリテーションの手法を組
み合わせて研修することで，学校教育の中での活
用場面を広げ，多様な実践に結びつけることがで
きるようにした。
実際に次のような場面でPA活動を取り入れ，
研修を実施した。
①既存の会の一部に導入
5月に行った教育相談研修会の導入部分で、10分
程度実施した。出会いの活動や緊張ほぐしの活動
として，ラインアッフ。(話をせずに，誕生日の月
日)1慎に整列する活動)，仲間集め(腕や手の組み方，
好きな季節など同じ仲間と集まる活動)の二つを
行った。体験した教員からは， r会議の話し合いが，
和やかな雰囲気で始めることができた。Jr会議前
にするのは面倒だと思ったが，やってみると意外
と楽しかった。Jといった声が聞かれた。
9~11 月の聞に行われた第 4 回，第 5 回学校研
究会の事前研，事後研では，ブァシリテーション
の「場のデザインのスキルJr.構造化のスキノレ」を
活用した。学年ブロックに分かれた話し合いの中
で，筆者が記録者として模造紙に話し合われた内
容を書き出しそれを参加者が囲んで話し合いを
行った。参加した教員からは「書き出すことで，
話し合いの論点がはっきりしていい。Jr自分の意
見が残るので，みんなで考えを出し合っている感
じがする。Jr他の人の考えと結びつけたり， 違い
を考えたりするのに役立った。jという感想が述べ
られた。
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②現臓研修
夏期休業中に研修テーマを「仲間づくり活動研
修Jとして学級経営研修会を以下のように行った。
日時:2012 年 7 月 24 日 10:00~1l :30
場 所:会議室
内 容:前半は力を合わせる活動，乱喧を解決す
る活動などのPA体験活動，後半は各自の思考を
可視化することで教員集団としての相互理解を
深め，共有化を図る方法について研修した。
実践したPA活動
プロジェクトアドベンチャージャパン (2005)
などを参考に以下の活動を選択した。
・ストレッチ
ベアになり，背中合わせに立つてのストレッチ。
無理な動きはないか，痛くはないか，互いに声
をかけ合いながら体側を伸ばす準備運動。
-仲間集め
自分で意思決定して，同じ意見の仲間と集まる
活動。「好きな物は先に食べる?後で食べる7J
「遊びに行くなら海?山?J117Jr好きな季節
は春?夏?秋?冬7Jと選択肢をしだいに増や
していき，最後には「行ってみたい国は7Jと
いうような自由選択にする。自分と他者との相
違点に気づき，受け入れる活動0
・ペーパータグ
紙を片手の上に乗せ，自分の紙は落とさないよ
うにしながら，相手の紙を落とすおにごっこ。
使えるのは紙を乗せた方の手のみ(図2)。最初
は，紙を落とした人はその場で動けないルール
で行うと，相手を敵と見なして追いかけたり，
逃げたりする競争ゲームになる。その後，落ち
た紙は拾ってあげることで，相手が再びゲーム
に参加できるノレーノレにすると，助け合いが生ま
れる協働ゲームとなる。
図2.ベーパ}タグ
. 7-11 
「せー のjで両手を出し，出した指の数を7か
1に合わせる活動。合わせるためには偶然に頼
るだけでなく， 相手の出す手を考える必要が出
てくる。人数を 2人から，3人， 4人と増やし
て行くことで難易度が増す。
・キャッチ
輸になって並び，左隣の人の前に自分の左の手
のひらを出し， 右手人差し指は右隣の人が差し
出した手のひらの上に乗せる。「キャッチJと
言われたら，左手を握って相手の指を捕まえ，
右手は相手に捕まれないように引き上げるゲ
ーム。身体接触の抵抗を減らし，楽しさを共有
することができる。
・ビー ト
ベアになり，手を l回打ってから相手と合わせ3
2回打って合わせ， 3回打って合わせと手を打
つ回数を変えてして。 手を打つ回数は 1→2→3
→4→5→4→3→2→1と5まで増やして，また減
らしてし、く。ペアで上手にできたら，3人で 4
人でと人数を増やしてし、く。相手と息を合わて
行うことで，成功したときの達成感を共有する
ことができる。
・ワー プス ピー ド
輪になって 1人1回ボールを受け取って次の人
に回していき，最初の人に戻るまでのタイムを
計る (図 3)。タイムを縮めるためにはどうした
らよいか作戦を立てて，何度か挑戦する。タイ
ムを縮めるために自分はグノレーフ。の中でどの
ような役割を果たしたか，仲間はどのようにし
ていたか，その過程に注目させる。
図3. ワープスピード
-フ}プリレー
輸になって手をつなぎ¥手を離さずにフープを
1周させ，タイムを計る。そのタイムをどうや
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ったら縮めることができるか作戦を立て， 目標
を決めて再度挑戦する。2つのグルー フ。で、行う
が，グループ聞の競争ではなく， トー タルのタ
イムを短縮することを目標にすることで，別グ
ノレー プのアイディアを受け入れ易くし，協働の
よさを実感させる。
-漢字集め (木がつく漢字)
最初に 「村JI杏JI果」など「木」が含まれて
いる漢字をできるだけ多く思い出して書き出
す。次にベアになって互いに自分が書いていな
い漢字を教え合う。さらに他の人のところに教
えてもらいにいった後に，もとのベアで新たに
増えた漢字を教え合うという活動。協働するこ
とによって，相互に自分とは異なる発想のよさ
にふれることができる。
-こんな子どもに
前日の職員会議で話題となった，体育フェステ
ィパルで、目指す子どもの姿をテーマにし，各自
が求める子どもの姿を具体的に話し合いなが
ら書き出す活動(図4L4人もしくは3人1組
で画用紙に書き出し，途中で他のグループの記
入内容を見て回り，もう一度自分達の画用紙に
戻って書き加える。具体的に文章で書き表すこ
とで，イメージを共有したり，違いを認めて尊
重したりすることができる。
図4.こんな子どもに
-みんなの旗づくり(ビーイング)
職員チ}ムの一人として仕事に臨む各自の姿
勢を書き出す「みんなの旗」作り活動を実施(図
5)。各自が手形の中に言葉を書き込み，その手
形で
で、きなかつた職員にも後日記入してもらい，完
成したみんなの旗は， 日常的に意識できるよう
職員室隣の印刷室に掲示している。
図5.職員チーム作成みんなの旗
この「仲間づくり活動研修jでは，まずはPA
活動そのものを楽しんで、もらえるように， PAの
理論的な部分は簡日各化した。実際lこPA活動を体
験し，そこから自己の認識の仕方に目を向ける経
験を参加者にもしてもらうことが大切と考えての
実践である。活動そのものの時間を多くし，それ
ぞれの活動のねらいやポイント，子どもの反応例
などは，その都度簡単に紹介した。
研修後には， rみんなで成功したときに達成感
を感じられた。Jr他の先生の考えに気づかされた
り，納得したりするものがたくさんあった。Jr他
の先生が，自分とは違う考え方をしていることに
気づいておもしろかった。Jr学級で、もぜひやって
みたい。JrもっとたくさんのPA活動やその理論
も知りたい。 参考書籍なども教えてほしい。Jとい
う声が聞かれた。
③職員打合せ
A小学校では，毎週金曜日の放課後に職員打合
せを行っている。そこで特別活動担当として， 学
級や紺搭リり活動で活用できる仲間づくり活動の紹
介を行った。職員室で、行う打ち合わせの形態から，
その場で全員が参加しての体験活動はできない。
そのため口頭や「なかまづくり活動便りJ(図6)
での紹介が中心となった。そこで、， PA活動に用
いる道具の紹介では，数名の教員に手伝ってもら
うことで実践して見せ，興味を引くようにした。
またPA活動の紹介だけでなく，仲間づくりのた
めの場のデザイン，構造化の仕方， 合意形成の仕
方などファシリテーションのスキルも紹介した。
紹介した取り組みを，学級経営で実践する同僚
も現れた。その取り組みについても，職員打合せ
や「なかまづくり活動便りJで紹介し，話題樹共
を行った。
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図6. なかまづくり活動便り
(4)教員の協働的効力感についての調査
淵上・西村‘(2004)が開発した教師の協働的効
力感についてのアンケートを，山形県内同規模の
6つの小学校で、実施した。対象は教諭と常勤講師
であり，同じアンケートを5月と 12月の2回実施
した。5月は91名から， 12月は81名から回答を
得ることができた。
全体の結果を教職怪験年数5年ごとに分けた群
で比較すると， 5月と 12月どちらも教職怪験5年
以下の群と 31年以上の群は， 6因子全てにおいて
高い平均点を示した。 一方，教職経験6"-'10年の
群と 11""-'15年の群は， 6因子全てにおいて低し、平
均点で、あった(図7)。初任からある程度の経験を
積むにしたがって仕事量が増加し，校務分掌上の
立場の変化も起こる。それに伴い，他の教員との
かかわりで悩みが生じるが3 更に経験を重ねるこ
とで改善していくのではなし、かと考えられる。
5.0 
4.5 
4.0 
3.5 
3.0 
2.5 
2.0 
1.5 
1.0 
久市吉 開Fず墨ぷ品幽はぬrs"
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5年以下 6-10年 1'-日年 16...20年目-25年 26...30年 31年以上
図7，協働的効力感の経験年数別平均点
圃ート5月
四位叩 12月
5月と 12月の各因子の平均点を学校ごとに比較
すると，どの因子でも 12月の方が平均点が上がる
傾向の学校と， 12月の方が平均点が下がる傾向の
学校があった。どちらも若干の変化であり，時間
の経過による大きな差は見られなかった。
教員のかかわりについては，次のような自由記
述が見られた。
-笑顔で話すことが大事。
-好き嫌いではなく心豊かな先生集団であってほ
しい。
-話すことと，そのための時間的(仕事量的)余
裕が必要。
・日頃の会話をより多くし，信頼関係を作ること0
・いろいろな人の意見を聞くこと，柔軟に考える
こと，相手を思いやることが，よい関係を築くた
めに必要。
-信頼，尊重，助け合い。ゴーノレが同じでも行程
は様々ある。批判や押しつけをせず，考えを尊重
することが大切だと思う。
-ありがとうの気持ちを行動で返す。
-何気ない会話やちょっとした相談，笑顔。学校
のことだけでなく，家庭の事情もわかっていると
思いやりの心をもって助け合ったり，相談にのっ
たりできる。
・若い頃に先輩から教えていただいたことを，今
後は後輩に積極的に依えていきたい。また，若手
にはアドバイスを謙虚に受け止めてほしい。
これらは，普段のコミュニケーションや異なる
立場や考え方でも尊重する姿勢が必要だとしてい
る。これに加えて，協力することの大切さを述べ
ているのが，次の記述である0
・小学校の担任は「学級」意識が強すぎる傾向が
ある。同僚に積極的に相談し，学級を開く担任は
問題があっても解決が早いと感じている。
・決して一人だけの力でなく，同僚の協力と理解
があっての成果だと思う。その都度感謝の意を言
葉や態度で表すことがマナー。そうしたことがき
ちんとされていないと，問題が起きやすくなると
思う。
学校現場では，教員が個々に働いているのでは
なく，多様な考え方を持つ他者が協働している場
であることを自覚することが大切だと言える。し
かし，教員同士のかかわりが適切に行われていな
い場合には，
-人間関係が上手くつくれない，助言を叱責と受
け止める，自分の感情をむき出しにするといった
教師が実擦にいて悩まされる。
-職場での人間関係がこじれると大変だと思う。
せまい関係の中で上手く立ち回るのは難しいと感
じている。
といった悩みを抱えている教員もいる。
4 考察
教職専門実習 Iにおける実習チームでのPA
の活用や， A小学校におけるPAを取り入れた校
内研修が，参加者にとって自分と他の教員とのか
かわり方について考えるきっかけとなっているこ
とがわかる。 PA活動は，自他の違いを考えたり，
困難を協働によって解決する体験や達成感を共有
したりすることで，教員にとっても他の教員との
かかわりに関する自身の気づきを深めるのに効果
的である。
しかし，協働的効力感についてのアンケート結
果から， 5月と 12月の比較においてA小学校での
校内研修による，平均点の向上は見られなかった。
研修直後の感想で見られた意識の変容が，実際の
関係性の中では十分に活かされていなかったこと
になる。
研修の効果を持続することができなかった要
因として，体験学習サイクル(図 8)が機能して
いなかったことが言える。 PAは体験学習サイク
ノレが基本となる。
? ?? ?
図8.体験学習サイクノレ
プロジェクトアドベンチャージャパン (2005) をもとに筆者作成
しかし，体験を伴う研修がその場だけでの単発的
なものとなり，日常での適用ができていなかった。
その理由として，研修での振り返りとその共有が
十分に行われていなかったことが挙げられる。限
られた研修時間の中で，体験や紹介に比重をおい
てしまい，結果として振り返り，一般化・抽象概
念化，試験運用から適用の場面が不足してしまっ
た。また，研修のねらいを「学級経営や特別活動
で活用できる仲間づくり活動」としたことで， P 
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A活動を児童に対して指導する立場の意識が強く
働いたことも，自身のかかわり方を考える体験学
習サイクノレと結び、つかなかった要因と考える。ね
らいの設定には，研修参加への抵抗を少なくしよ
うとする意図があり， 実際にPAを活用した仲間
づく りの実践意欲の高まりが見られた。しかし，
指導実践に目が向いてしまい，結果として研修で
得た自分の気づきを， 日常の教員同士のかかわり
の中で活かすことができていなかった。
そこで，教員の関係性構築を日常の中で継続し
て行うことができるようにするためには， PAを
活用した校内研修に次の要素が必要となる。
①教員の関係性向上を目指すねらいの設定
研修のねらいを学校経営や学校研究と結びつ
ける。 学杭怪営や学校研究のねらいを達成するた
めに，教員チームとしてのチーム力向上を目指す
ための研修とする。
②振り返りの重視
研修で得た各自の気づきを大切にし，それを日
常場面でも活かすことが必要である。①や各種行
事に関連して「みんなの旗(ビーイング)Jを作成
し，自己のかかわり方を振り返るなどの手立てを
とることで，体験学習サイクルを機能させていく
ことが重要である。
③年聞を通した研修計画
研修実施の上で，時間の確保が大きな課題とな
る。年間の教育課程に，体験研修や振り返りの時
期などを位置づけ，年間の流れの中でも研修の体
験学習サイクノレが機能するように計画する。
5 到達点と課題
(1)研究に関する達成度
校内研修にPAを活用することで，教員のかか
わりに関する意識の変容に効果があること，関係
構築の効果を高めるためには，研修内容を日常の
中で適用する手立てが必要なことが明らかとなっ
た。研修が日常の中で活かされることで教員の関
係性が向上し， I共創する学校Jの実現に近づくこ
とが期待される。
(2)課題
校内研修の年間教育課程の中での位置づけが大
切である。ねらいと計画を次年度の教育課干呈編成
会議の中で話題にし，教員の意見や希望を取り入
れて計画していく必要がある。また，研修の企画
運営を複数で行ったり， PA活動の進行役を交代
で、行ったりすることで，教員が主体的に研修に参
加できるようにし，研修以外の日常場面でもかか
わりに関する意識を高められるようにしたい。
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